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スポーツを愛するすべての人へ

【スポーツを心から楽しむ】

「楽しい」「大好き」という気持ちが、

スポーツを続ける原動力であり、一人ひ

とりが主役として、みんなが楽しむこと

ができるスポーツの「場」をつくりま

しょう。

【互いに尊重し合う】

プレーヤー、仲間、スポーツ指導者、

アントラージュは、役割は違いますが、

一人の人間としては対等で、尊重される

べき人格があります。

相手を受け容れ、互いに尊敬や感謝の

気持ちを忘れないようにしましょう。

【自ら問いを立てる】

常に自分の思考や行動について問いを

立て、答えを求め、考える習慣を身に付

けましょう。

【プレーヤーズセンタード】

スポーツの主役はプレーヤーです。ス

ポーツ指導者自身の考えを一方的にプ

レーヤーに伝えるのではなく、気づきを

促し、成長に導いていくコーチングを目

指しましょう。

【学び続ける】

プレーヤーに気づきを促し成長に導く

ため、日本スポーツ協会公認スポーツ指

導者資格の取得をはじめ、常にコーチン

グに関する最新の情報を手に入れ、学び

続けましょう。

【ワークライフバランス】

スポーツ指導者自身の生活の充実・幸

福の追求と併せ、家族・関係者のライフ

プランの充実も念頭に置きましょう。

【良き理解者となる】

プレーヤーが望むスポーツ活動を理

解し、その成長を見守り促すために、

良き理解者となるよう心がけましょう。

プレーヤーは、スポーツを自ら楽し

み、目標達成を目指す過程の中で、

フェアプレーや倫理観、他者を信頼す

ること、他者に貢献することなどを身

に付けることができ「人」としても成

長します。

このような視点をもちつつ、互いに

協力しあってプレーヤーの成長をサ

ポートしましょう。

【スポーツを愛する人を増やす】

スポーツは、「する」、「みる」、「ささ

える」といった多様な楽しみ方があります。

一人でも多くの人がスポーツを生活の中に置

いて、生涯を通じて、長く楽しめるような環

境を整えていきましょう。

【反倫理的行為を根絶する】

日本スポーツ協会は、スポーツの「場」で、暴力行為、暴言、パワーハラスメント、セクシャルハ

ラスメント、ドーピングなどの反倫理的行為の発生や、それらの行為が黙認されることにより、ス

ポーツを敬遠する人が増えるなど、スポーツの価値が低下することを懸念しています。

このことを私たちは再認識し、スポーツの「場」から反倫理的行為を根絶し、団体・組織の経営・

運営が、公明正大なものとなるよう共に不断の努力を続けていきましょう。
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